日向市指定地域密着型通所介護
デイサービスえん運営規程
（事業の目的）
第1条 有限会社共栄調剤薬局（以下「事業者」という。）が開設するデイサービスえん（以下「事業所」という。）が行う指定地域密着型通所介護事業（以下「事業」という。）の適正な運営を確保するため、人員及び管理運営に関する事項を定め、事業所の従業者が、要介護者に、適切な地域密着型通所介護を提供することを目的とする。
（運営の方針）
第2条 従業者は、要介護者等の心身の特性を踏まえて、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、必要な日常生活上の世話および機能訓練を行うことにより、利用者の社会的孤立感の解消および心身の機能の維持並びに利用者の家族の身体的及び精神的負担の軽減を図る。
　　２　事業の実施にあたっては、関係市町村、居宅介護支援事業者、地域の保健・医療・福祉サービスとの綿密な連携を図り、総合的なサービスの提供に努めるものとする。
（事業所の名称等）
第３条　事業を行う事業所の名称及び所在地は、次のとおりとする。
（１）名　称　　　デイサービスえん
（２）所在地　　　〒883-0003　宮崎県日向市伊勢ヶ浜119番地
（職員の職種、員数及び職務内容）
第４条　事業所に勤務する従業者の職種、員数及び職務の内容は次のとおりとする。
（１）管理者　　　　　　　１名
　　　管理者は、地域密着型通所介護計画の作成業務および、事業所の従業者の管理、
業務の管理を一元的に行い、また、当該事業所の従業者に法令およびこの規定を
遵守させるため必要な命令を行う。
（２）従業者
　　　①生活相談員　　　　１名以上
　　　生活相談員は、地域密着型通所介護計画に基づき、利用者の心身の状況を的確に把握し、その利用者が日常生活を営むことができるよう、適切な機能訓練および相談援助等の生活指導を行う。
　　　②看護職員　　　　　１名以上
　　　看護職員は、各利用者の健康管理及び心身状態の把握を行うほか、利用者の居宅
サービス計画及び地域密着型通所介護計画に基づく看護を行う。
　　　③介護職員　　　　　２名以上
　　　介護職員は、利用者の居宅サービス計画及び地域密着型通所介護計画に基づく介護を行う。
　　　④機能訓練指導員　　１名以上
　　　機能訓練指導員は、日常生活を営むのに必要な機能を改善、またはその減退を
　　　防止するための訓練・指導を行う。
（営業日及び営業時間）
第５条　事業所の営業日及び営業時間は、次のとおりとする。
（１）営業日　　　　　　　月曜日から土曜日までとし、祝日も営業とする。
　　　　　　　　　　　　　但し、１月１日から３日までは休業とする。
（２）営業時間　　　　　　午前８時００分から午後５時００分までとする。
（３）サービス提供時間　　午前８時３０分から午後４時３０分までとする。
※但し居宅サービス計画に応じて営業時間・サービス提供時間共に午後６時００分まで可能とする。
（指定地域密着型通所介護の利用定員）
第６条　事業所における地域密着型通所介護の利用定員は、指定第1号通所介護の利用者も含めて１８名とする。
（地域密着型通所介護のサービス内容及び利用料金等）
第７条　事業所では、利用者に次のサービスを提供する。
（１）排泄介助　　　　利用者の状況に応じて適切な排泄介助。
（２）入浴介助　　　　利用者の入浴の介助。
（３）更衣介助　　　　利用者の更衣の介助。
（４）整容等　　　　　利用者の整容等の介助。
（５）個別機能訓練　　利用者の心身の状況に応じて個別に日常生活を送るのに、必要
　　　　　　　　　　　機能の減退を防止する為の機能訓練。
（６）栄養改善　　　　利用者の状況に応じて個別に栄養食事相談等の栄養管理。
（７）口腔機能向上　　利用者の状況に応じて口腔清掃、摂食・嚥下訓練の指導、実施。
（８）相談援助　　　　利用者及び家族からの相談、必要な援助。
（９）送迎　　　　　　利用者の居宅と事業所との間を送迎。
（10）食事介助　　　　利用者の食事の介助。
２　事業所の利用料金は、次のとおりとする。
（1） 地域密着型通所介護費
地域密着型通所介護を提供した場合の利用料の額は、厚生労働大臣が定める基準（介護報酬告示の額）によるものとし、当該地域密着型通所介護が法定代理受領サービスであるときは、その額の１割・２割・３割とする。
（2） その他の料金
1 食費（おやつを含む）　　　　　　　５５０円／１日あたり
※キャンセルは前日の１７時までとする。以降は同額をキャンセル料金とし
　ていただきます。
2 おむつ代　　　　　　　　　　　　　実費
3 その他利用者の希望によるもの　　　実費
（尚、実費のかかるものに関しましては、ご契約者の物をお持込みいただいても構いませんが、紛失等の恐れもございますので、その際は職員へご相談下さい）。
（通常の事業の実施地域）
第８条　通常の事業実施地域は、日向市を区域とする。
（サービス利用にあたっての留意事項）
第９条　利用者はサービスを利用するに際しては、以下の点に留意するものとする。
（1） 事業所でお預かりしない金銭・貴重品の紛失につきましては、一切の責任を負いかねますので、
　　保管には十分注意下さい。
（2） 宗教活動は、個人の信仰については自由ですが、他の利用者様や従業員などへの勧誘はお断りいた
　　します。また、物品の販売活動もご遠慮ください。
（3） 喫煙を希望される方は、職員へお申し付けください。また、喫煙の際は指定の場所での喫煙をお願
　　いします。尚、マッチやライター等をお預かりする場合がございます。
（4） 食中毒、健康管理の面から食べ物の持ち込みはご遠慮ください。
（昼食の弁当は除く）
（５）　サービスの利用に先立って行う健康チェックの結果により、サービスの提供を見合わせる場合や、入浴等を中止していただく場合があります。

（緊急時における対応方法）
第１０条　従業者は、地域密着型通所介護を実施中に、利用者の病状に急変、その他緊急事態が生じた場合は、速やかに主治医に連絡する等の措置を講ずるとともに、管理者に報告しなければならない。主治医への連絡が困難な場合は、緊急搬送との必要な措置を講ずる。
　　　２　利用者に対するサービスの提供により、賠償すべき事故が発生した場合には損害賠償を速やかに行う。
（非常災害対策）
第１１条　非常災害に関しては、あらかじめ定めてある消防計画によるものとし、利用者の避難訓練を年２回実施することとする。
また、災害が発生した場合には業務継続計画（ＢＣＰ）に基づいて迅速な対応に努めるものとする
（秘密保持）
第１２条　従業者は、業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持する。従業者であった者に、業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持させるため、従業者でなくなった後においてもこれらの秘密を保持するべき旨を、従業者との雇用契約の内容とする。
　　　２　個人情報の取得・利用・第三者提供にあたっては、本人またはその家族の同意を得ることとする。

（苦情処理）
第１３条　事業所における苦情や相談は以下の専用窓口で受け付ける。
（１）苦情受付窓口（担当者）　生活相談員
（２）苦情解決責任者　　　　　管理者
　（３）受付時間　　　　　　　　月曜日～土曜日　８：００～１７：００
　（４）電話番号　　　　　　　　０９８２－５７－３２８２
（地域との連携）
第１４条　事業所は、「日向市指定地域密着型サービス事業の人員、設備および運営に関する基準を定める
　　　　　条例」に基づき、利用者,利用者の家族,地域住民代表者,事業所が所在する市町村の職員又は事業
　　　　　所が所在する区域を管轄する地域包括支援センターの職員、地域密着型通所介護について知見を
　　　　　有する者等により構成される協議会（以下「運営推進会議」という。）を設置し、運営を行う。
　　　２　運営推進会議は、おおむね６ヶ月に１回以上開催し、活動状況を報告し、評価を受けるとともに
、必要な要望、助言等を聴く機会とする。

（記録）
第１５条　事業所は、地域密着型通所介護に係る設備、備品、職員および会計に関する記録を整備する。
　　　２　事業所は、利用者に対する指定地域密着型通所介護等に関する諸記録を整備し、その完結の日か
　　　　　ら５年間保存するものとする。

（その他運営についての重要事項）
第１６条　従業員等の質の向上を図るため、次のとおり研修の機会を設ける。
（1） 採用時研修　　　　　採用後１ヶ月以内
（2） 経験に応じた研修　　随時
２　この規程に定める事項のほか運営に関する重要事項は、有限会社共栄調剤薬局と事業所の管理者
　　　　　との協議に基づいて定めるものとする。

（暴力団排除に関する事項）
第１７条　事業所は「日向市暴力団排除条例」に基づき暴力団を利することとならないようにするとともに
　　　　　、市が実施する暴力団の排除に関する施策に協力するものとする。
　　（１）事業者は、暴力団又は暴力団員、暴力団関係者と密接な関係を持たないものとする。

　（虐待防止に関する事項）
第１８条　事業所は、利用者の人権の擁護・虐待の防止等のため次の措置を講ずるものとする。
（1） 虐待を防止するための従業員に対する研修の実施
（2） 利用者及びその家族からの苦情処理体制の整備
（3） その他虐待防止のために必要な措置
　２　事業所は、サービス提供中に、当該事業所従業員又は養護者（利用者の家族等高齢者を現に養護する
　　　　者）による虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合は、速やかに、これを市町村に通報するも　　のとする。

　（ハラスメント対策の強化）
第１９条　地域密着型通所介護デイサービスえんは、適切な地域密着型通所介護デイサービスえんの提供を確保
　　　　　する観点から、職場において行われる性的な言動又は優越的な関係を背景とした言動であって業務上
　　　　　必要かつ相当な範囲を超えたもの、また、取引先等や顧客からの著しい迷惑行為（暴行、脅迫、ひど
　　　　　い暴言、著しく不当な要求等）により当該事業所の従業者の就業環境が害される事を防止するための

　　　　　方針の明確化等の必要な措置を講じる。
　　（１）ハラスメント防止規定、対応マニュアル等の整備を行う。
　　（２）掲示等で、従業員への周知・啓発を行う。
　　（３）定期的な職員研修の実施を行う

　（感染予防対策）
第２０条　地域密着型通所介護デイサービスえんにおいては、利用者様の感染予防対策に日頃から努めるこ　　　　
　　　　　ととし、感染者が確認された場合においては業務継続計画（BCP）に基づいた対応を行うものと　
　　　　　する。



附則　　　この規程は、令和元年10月1日から施行する
附則　　　この規程は、令和２年  ９月1日から施行する
附則　　　この規程は、令和３年　４月1日から施行する
附則　　　この規程は、令和４年　４月１日から施行する
附則　　　この規程は、令和６年　４月１日から施行する
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